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【
ロ
ー
マ
字
の
父
】

「
日
本
式
つ
づ
り
」
を
考
案

　
５
月
20
日
は「
ロ
ー
マ
字
の
日
」で
あ
る
。

歴
史
は
古
く
、
日
本
の
「
ロ
ー
マ
字
の
父
」

と
称
さ
れ
る
田
中
舘
愛
橘
の
没
後
３
年
に
当

た
る
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
に
制
定
さ
れ

た
。
命
日
は
21
日
だ
が
、
き
り
の
い
い
20
日

に
し
た
と
い
う
。

　
現
在
、ロ
ー
マ
字
（
訓
令
式
と
呼
ば
れ
る
）

学
習
を
始
め
る
の
は
、
小
学
４
年
か
ら
３
年

に
な
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
時
代
、
キ
ー
ボ
ー
ド

入
力
を
早
く
か
ら
覚
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
と
さ
れ
る
。

　
ロ
ー
マ
字
は
ラ
テ
ン
語
を
表
記
す
る
文
字

だ
っ
た
。
外
国
人
が
日
本
語
を
写
す
た
め
に

母
国
語
の
つ
づ
り
と
発
音
を
援
用
し
た
か

ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
式
や
ド
イ
ツ
式
な
ど
数
種

の
ロ
ー
マ
字
が
生
ま
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
の
文
明
開
化
で
英
語
が

普
及
す
る
と
、
英
語
式
、
つ
ま
り
ヘ
ボ
ン
式

を
広
め
る
運
動
が
起
こ
る
。
１
８
８
４
（
明

治
17
）
年
、「
羅
馬
学
会
」
が
始
め
た
の
だ
。

山
川
健
次
郎
ら
海
外
留
学
組
の
東
大
教
授
ら

が
中
心
と
な
っ
た
。
列
強
に
追
い
つ
こ
う
と

急
速
に
西
洋
化
を
進
め
た
鹿
鳴
館
時
代
、
日

本
の
ロ
ー
マ
字
運
動
が
大
き
く
動
き
だ
し

た
。

　
し
か
し
こ
れ
に
敢
然
と
異
議
を
唱
え
た
一

人
の
人
物
が
い
た
。東
大
で
山
川
ら
に
学
び
、

助
教
授
に
な
っ
て
間
も
な
い
田
中
舘
だ
っ

た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
田
中
舘
が

78
（
明
治
11
）
年
に
東
大
物
理
学
科
１
期
生

と
し
て
入
学
し
た
こ
ろ
、
物
理
学
教
師
ユ
ー

イ
ン
グ
は
ロ
ー
マ
字
書
き
日
本
語
を
逆
さ
読

み
し
て
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
に
記
録
。
そ
れ
を
逆

回
し
し
て
、
本
当
の
言
葉
を
出
さ
せ
る
実
験

を
し
、
日
本
語
の
音
韻
学
的
研
究
を
始
め
て

い
た
。

　

田
中
舘
は
最
新
の
実
験
と
理
論
に
よ
っ

て
、
日
本
語
と
ロ
ー
マ
字
の
表
記
法
に
強
い

信
念
を
抱
い
た
の
だ
。
田
中
舘
は
音
韻
学
の

立
場
か
ら
五
十
音
図
に
基
づ
い
た
「
日
本
式

つ
づ
り
」
を
考
案
し
た
。
日
本
式
の
命
名
者

は
、
弟
子
の
田
丸
卓
郎
で
あ
る
。

　

85
（
明
治
18
）
年
に
『
理
学
教
会
雑
誌
』

に
意
見
を
発
表
、
翌
月
は
「
発
音
考
」
を
、

さ
ら
に
12
月
に
総
会
へ
対
案
を
提
出
し
、
ヘ

ボ
ン
式
反
対
の
行
動
を
起
こ
し
た
。
29
歳
、

恩
師
教
授
ら
に
真
っ
向
か
ら
逆
ら
っ
た
田
中

舘
助
教
授
だ
っ
た
。
海
外
出
張
22
回
、
国
際

学
会
出
席
68
回
の
経
験
は
、
日
本
語
の
国
際

化
へ
の
思
い
と
、
日
本
式
ロ
ー
マ
字
へ
の
確

信
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
た
。

　
論
争
は
半
世
紀
続
い
た
が
１
９
３
７
（
昭

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯⑭

和
12
）年
、内
閣
が
交
付
し
た「
国
語
の
ロ
ー

マ
字
綴
方
統
一
」（
訓
令
式
）
こ
そ
大
筋
が

田
中
舘
の
考
案
し
た
日
本
式
で
あ
り
、
現
在

の
教
科
書
で
学
ぶ
ロ
ー
マ
字
だ
。

　

ロ
ー
マ
字
と
い
え
ば
田
中
舘
、
田
中
舘

と
い
え
ば
ロ
ー
マ
字
、
田
中
舘
は
47
（
昭
和

22
）
年
、
最
後
の
貴
族
院
で
も
ロ
ー
マ
字
の

演
説
を
し
た
。

（
菅
原
孝
平
＝
田
中
舘
愛
橘
会
副
会
長
、
二

戸
歴
史
民
俗
資
料
館
長
）

八戸ローマ字会
　「世に広く国字ローマ字広めつつ　いや栄えま
す日の本の国」。これは“ローマ字の母”と言わ
れる八戸の北村千代子（本名ちよ）が詠んだ歌だ。
北村は田中舘愛橘の親戚に当たり、1924（大正
13）年、「八戸ローマ字会」を結成し、普及活動
に奔走した。早くにローマ字の価値を知り、その
普及活動に半生をささげた生き方は、小学校の国
語の教科書にも紹介された。

【ミニコラム】　早くに価値知り活動

日本式ローマ字で書かれた田中舘愛橘の墓＝福岡


